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「
さ
い
の
神
」
の
時
は
雪
が
あ
っ
た
方
が
い
い
と
い
う

願
い
が
通
じ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
１
２
日
の
夜
か
ら
雪

が
降
っ
て
、
吉
川
区
は
山
間
部
だ
け
で
な
く
区
内
全
域

が
白
く
覆
わ
れ
ま
し
た
。 

 

豊
作
を
祈
る
伝
統
の
小
正
月
行
事
、
「
さ
い
の

神
」
。
区
内
で
は
１
２
日
、
１
３
日
の
両
日
、
代
石
、

河
沢
、
天
林
寺
な
ど
３
３
町
内
会
と
川
谷
地
区
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
昨
年
は
中
越
沖
地
震
が
あ
り
、
米
価
の
大

暴
落
と
い
う
事
態
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
豊
作
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
災
害
の
な
い
こ
と
や
家
族
の
健
康
な
ど

を
願
う
気
持
ち
が
強
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

 

区
内
で
最
も
大
き
な
「
さ
い
の
神
」
を
つ
く
っ
た
の

は
今
年
も
川
谷
地
区
で
し
た
。
グ
ラ
ン
ド
に
つ
く
ら
れ

た
１
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
巨
大
な
サ
イ
の
神
は
午
後
１

時
に
点
火
。
稲
藁
を
た
っ
ぷ
り
つ
か
っ
て
、
し
っ
か
り

締
め
て
あ
っ
た
せ
い
か
、
今
年
の
サ
イ
の
神
は
火
を
つ

け
て
か
ら
燃
え
落
ち
る
ま
で
、
ず
い
ぶ
ん
時
間
が
か
か

り
ま
し
た
。
途
中
、
風
が
吹
い
て
、
一
気
に
燃
え
上
が

る
場
面
が
２
度
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
度
に
歓
声

が
上
が
り
ま
し
た
。
餅
や
ス
ル
メ
を
あ
ぶ
っ
て
食
べ
る

の
は
ど
こ
で
も
や
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
地
元
の
町
内

会
長
さ
ん
が
カ
ボ
チ
ャ
を
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
に
包
ん
で
火

の
中
に
入
れ
て
焼
き
、
参
加
者
に
ふ
る
ま
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
こ
れ
が
じ
つ
に
美
味
か
っ
た
。
火
が
消
え

て
か
ら
は
、
雪
の
中
で
の
競
技
で
し
た
。
２
チ
ー
ム
に

分
か
れ
て
の
雪
を
積
み
上
げ
る
競
争
、
宝
探
し
な
ど
と

て
も
に
ぎ
や
か
で
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

 

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
で
国 

 
保
税
値
上
げ
を
や
め
て
と
要
請

 

 

上
越
市
が
、
「
国
民
健
康
保
険
の
財
政
調
整
基
金
が

底
を
つ
き
、
収
支
に
見
合
う
税
率
の
見
直
し
が
必
要
に

な
っ
て
い
る
」
と
の
見
解
を
明
ら
か
に
し
た
の
は
暮
れ

の
１
２
月
議
会
で
し
た
。 

 

こ
う
し
た
な
か
、
「
上
越
市
の
国
保
を
よ
く
す
る

会
」
の
宮
崎
陽
代
表
な
ど
の
メ
ン
バ
ー
が
市
役
所
を
訪

れ
、
「
負
担
増
で
市
民
が
苦
し
む
こ
と
の
な
い
よ
う
、

新
潟
市
等
の
よ
う
に
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
で
国
民
健

康
保
険
税
の
値
上
げ
を
行
わ
な
い
こ
と
」
を
文
書
で
要

請
し
ま
し
た
。
こ
の
要
請
に
は
私
も
同
席
し
ま
し
た
。 

 

応
対
し
た
村
山
副
市
長
は
、
「
急
に
負
担
が
増
え
な

い
よ
う
調
整
が
必
要
だ
。
１
月
末
の
国
保
運
営
協
議
会

で
相
談
し
て
決
め
た
い
」
と
の
べ
ま
し
た
。 

 

１
２
月
議
会
に
市
が
示
し
た
資
料
に
よ
れ
ば
、
２
０

年
度
の
「
一
人
あ
た
り
の
保
険
税
額
の
見
込
み
」
で
、 

 

現
行
税
率
で
は
、
６
万
３
２
０
０
円
の
と
こ
ろ
２
万
１

０
０
０
円
の
不
足
が
生
じ
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

全
額
増
税
で
や
る
と
す
れ
ば
、
３
０
％
を
超
え
る
大
幅

な
値
上
げ
と
な
り
、
国
保
加
入
世
帯
の
暮
ら
し
に
大
打

撃
と
な
り
ま
す
。 

 
 

 
 

吉
川
区
内
３
４
ヵ
所
で
五
穀
豊
穣
祈
る
「さ
い
の
神
」 

「さいの神」の点火の前に雪遊びをする子どもたち。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アジサイが芽吹き 

 びっくりしました。アジサ

イがもう芽吹きを始めたので

す。今年も暖冬ですね。 
  写真は１２日、石谷にて撮影。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 要請の中では、「いまでもいろんな負担が増えてたいへんだ。何とかして」

「署名活動を始めたが、多くの市民が関心を持っている」などの声が……。 



地域区分 

第5次総合計画（改定版） 平成18年1月確定額 

    Ａ  

配分額 Ｂ 増減額（Ｂ－Ａ） 増減率（Ｂ／Ａ） 
平成17～19年度分 

みなし執行率 

平成17～19度分 

みなし執行額 

合併前上越市 362.89 億円 288.17億円 ▲74.72億円 ▲20.6% 39.4％ 113.53億円 

安塚区 23.90 19.36 ▲4.54 ▲19.0% 29.8 5.76 

浦川原区 19.13 14.71 ▲4.42 ▲23.1% 27.2 4.00 

大島区 17.47 14.34 ▲3.13 ▲17.9% 24.3 3.49 

牧区 17.94 15.23 ▲2.71 ▲15.1% 28.9 4.41 

柿崎区 39.42 30.16 ▲9.26 ▲23.5% 34.6 10.44 

大潟区 33.24 30.06 ▲3.18 ▲9.6% 33.6 10.10 

頸城区 31.00 28.72 ▲2.28 ▲7.4% 32.2 9.26 

吉川区 24.81 19.33 ▲5.48 ▲22.1% 41.6 8.05 

中郷区 28.04 22.96 ▲5.08 ▲18.1% 35.8 8.22 

板倉区 33.10 26.48 ▲6.62 ▲20.0% 33.8 8.96 

清里区 14.29 11.30 ▲2.99 ▲20.9% 34.8 3.93 

三和区 28.20 24.33 ▲3.87 ▲13.7% 24.9 6.05 

名立区 10.02 6.60 ▲3.42 ▲34.1% 39.8 2.63 

合計 683.45 551.75 ▲131.70 ▲19.3% 36.03 198.84 

地域事業費、この３年間での執行率トップは吉川区 
 いま市政で大きな問題となっていることの１つは地

域事業費です。合併後の各区（および合併前上越市）

にとっては、今後の地域の活性化に大きな影響を及ぼ

すだけに、みんな注目しています。 

 こうしたなか、吉川区はどうなっているかについて

質問が寄せられていますので、お知らせします。下表

をじっくりとご覧ください。数値は市役所の企画政策

課が作成した第５次総合計画財政フレームにもとづく

ものです。 

 この表で注目されるのは、これまでの執行率です。

平成１９年度の年度末までを視野に入れた執行率の第

１位は吉川区でした。次いで第２位は名立区、第３位

は合併前上越市です。吉川区へはあまり金が来なかっ

たという人がいますが、事実に反します。 

吉川区での「ご意見を伺う会」はとても

活発でした…自治基本条例（案） 

 

 上越市自治基本条例（案）についてのご意見を伺う会が１１日、吉川コミュニ

ティプラザで開催されました。参加者は３０人ほどでしたが、とても活発な質問や

意見が出されました。 

 市役所企画政策課自治推進室のスタッフが条例策定の背景やポイントを説明した

後、次々と手があがりました。「盛ん 

に協働をいうが、市が逃げ道をつくろ 

うとしているのではないか」「もっと 

平易な言葉で条文を書いてほしい」 

「底辺で生活している弱者の立場に立 

った文言を入れて」「この基本条例と 

関連し、別に新たにつくる条例は何か」 

などの質問や意見をうけ、説明側は丁 

寧に答えていました。 

 池田自治推進室長は、「これだけい 

ろんな声が出ると助かります」と感想 

をのべていました。 

１
７
日
か
ら
朝
の
挨
拶
を
は
じ
め
ま
し
た
。
見
か
け
た
ら
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

声
を
か
け
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

く
だ
さ
い
。 


